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一9 オ ォ ム ギ 脆稈 突 然 変 異 種 の 細 胞 壁 組 成

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゜

小 久 保 亮 ・桜 井 直 樹 ・倉 石 晉 （広 大 ・総 科 ）

　
”

脆 稈
”

遺 伝 子 （fragile ）を持 つ オ オ ム ギ 、

”

鎌 不 要
”

、
”

於七 変
”

、
”

OU

M40
”

、
”

OUM41
”

、　
”

OUM42
”

　（K 、 O 、 40 、 41 、 42 と 略

称 ）お よび そ の 対照 と して 正 常 の 並 赤神 力 （N ）お よび 半 矮 性 の 渦赤 神 力 （U ）

を用 い
、 細 胞 壁 で の

”

脆 桿
”

の 発 現 過 程 を 調 べ た 。 釋 を切 り取 り蒸 留 水 を撫 え 、磨

砕 後 水画 分 を 得 、デ ン プ ン お よ び タ ン パ ク 質 を 除 去 し 、 残 査 を EDTA − Na2

で 抽 出 し、 ペ ク チ ン 画分 を得 た 、 さ らに 残 査 を NaOH で 抽 出 し、 ヘ ミセ ル ロ
ー

ス A 画 分 （HA ） 、ヘ ミ セ ル U 一 ス B 画 分 （HB ＞を 、 ま た 残 査 を酷 酸 で 中和 し

て セ ル ロ ー ス 画 分 を 分画 した 。各 画 分 の 中性 糖 、 ウ ロ ン 酸 を 比 色 定 量 し 、 さ ら

に 各 画 分 は 加水 分 解 後 、 ア セ チ ル 化 し 、 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー で 中性 糠 を 定 性

定 量 し た 。 また 各 釋 は 分画 化す る前 に 折 り曲 げ 、折れ る 角 度 を 測 定 した 。

　 1986 年 5 月 8H に 岡 山 大 学 農 業 生 物 研 究 所 の 圃 場 か ら採 取 した N 、 U 、

K 、 0 、 40、41、42の 釋 で は 、脆 釋 の 系 統 （K 、 O 、40、 41 、 42 ）は 20 〜 43 °

の 角 度 で 折 れ た が 、対 照 の 系 統 （N 、 U ）は 90 °
以 上 曲 げ て も 折 れ な か っ た 。

同 5 月 8 日 の 稈 の ペ クチ ン 画 分 は 全 細 胞 壁 画 分 の 糖 量 の 0 ． 7 〜 2 。 5 ％ で 釋

1cm あ た りの ペ ク チ ン 灘 分 の 中 性 糖 、 ウ m ン 酸 と も脆釋 の 系 統 お よび 対 照 の 系

統 の 間 に 著 しい 差 は 認 め られ な か っ た eHB の 主 成分 は キ シ ロ
ー

ス 、 ア ラ ビ ノ ー

ス 、 グ ル コ ・一ス で 釋 ：Lcm あ た りの HB の 中性 糖 、 ウ ロ ン 酸 鬘 共 に 脆 釋 に 特 徴

的 な傾 向 は 認 め られ なか っ た 。
MA の 主 成 分 は キ シ U 一 ス で 、 41は 稈 1cm あ た

りの HA の 申 牲 糖 量 が N の 3v8 倍 で あ っ た が 、 こ の 場 合 に も 、 HA の 申性糖

量 で 脆 釋 に 特 徴 的 な 傾 向 は 認 め られ な か っ た 。

　脆 程 の 系 統 と対 照 の 系 統 と で 最 も差 の あ っ た の は セ ル ロ ー ス 画 分 （95 ％ 以 上

が グ ル コ ー ス ）で 脆釋 の 系 統 （K 、
O 、 4  、4i、 42）は 全 細 胞 壁 糖 量 の 30 〜 47

％ が セ ル ロ ー’
ス で あ っ た が 対 照 と した 系 銃 　（N 、 U ＞は 全 細 胞 壁 糖 量 の 60

〜 66 ％ が セ ル ロ ー ス で あ っ た 。 た だ し 41 の 釋 1cm あ た りの セ ル m 一 ス 量 は

N と同量 で あ っ た 。 さ らに 脆 釋 の 系 統 （K 、 0 、 42 ＞お よ び 対 照 と して （N 、U ）

を 用 い 、各 節 間 ご と に 細 胞 壁 画 分 を 定 量 した 。 節 間 1cm あ た りの 中性 糖 、 ウ

ロ ン 酸 量 は ペ ク チ ン 画分 HB 、 HA で 各 系 統 、各 節 間 聞 に 著 しい 差 は 認 め られ な

か っ た 。 しか し セ ル v −一ス Pt分 で は 対照 の 系 統 （N 、 U ）は 釋 最 下 部 の 第 5 節 間

1cm あ た りの セ ル W −一ス 量 が 頂 端 部 の 第 1 笛 間 1cm あ た りの セ ル ロ ー ス 量 の

3 〜 6 倍 で あ り 、老 化 の 進 ん だ 節 間 ほ ど セ ル ロ
ー ス 量 が 多 い こ と が わ か っ た 。 そ

れ に 対 し脆 釋の 系 統 （K 、
0 、 42 》は 第 5 籬 閤 、 第 1 籏 間 と も節 間 1cm あ た り

の セ ル ロ
ー ス 量 に 著 しい 差 は 認 め ちれ ず ， ど の 笛 間 で も セ ル ロ

ー ス の 割 舎 は 対 照

に 比 べ て 低 か っ た 。 こ の こ と か ら脆 釋 の 系 統 で は 、二 次 細 胞壁 中 で の セ ル ロ
ー ス

の 合 成 が 抑 制 さ れ 、戚 長 して も細 胞壁 中 の セ ル ロ ー ス の 量 が 高 くな ら な い こ と が

釋 が 折 れ や す く な る 一 因 に な っ て い る 可 能 性 が あ る ，
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